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はじめに

・毎年、北海道における腎臓移植の現況を、全国と比較して報告してきた

・今回も、2020年末迄の日本移植学会・日本臓器移植ネットワークのデー
タをもとに10年間の推移を報告する（一部は1983年からのデータの推移も
併せ検討した）

・2020年は、年間腎移植件実施件数は全国1.710例、北海道は97例で共に
前年より減少したが、コロナウイルス禍による診療制限・手術休止の影響
などによると考えらる。尚、献腎移植データには､他臓器同時移植（肝腎・
膵腎）も統計に含まれるため、数字が一部異なっている

・尚、詳しいデータの一部は北海道透析療法学会ホームページに後日掲載
する



北海道腎臓移植
各施設実施件数

2020年

市立札幌病院
40例(2)

北海道大学病院
29例(1)

旭川医大病院
10例(0)

札幌医大病院
10例(0)

札幌北楡病院
5例(0)

市立釧路総合病院
3例(0)

移植実施数:97症例
カッコ内:献腎(脳死下2・心停止下1)

膵腎同時移植2例を除く

生体 献腎（脳死下）

旭川医大病院 10例 0例

市立釧路総合病院 3例 0例

北海道大学病院 28例 1例

札幌医大病院 10例 0例

市立札幌病院 38例 2例

札幌北楡病院 5例 0例



68 65
76 77

61 64

85 85
98 94

4 4

2 2

6 0

0 0

0
1

5 2

6 4

9 7

6 0

8

4

0

20

40

60

80

100

120

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

献腎（脳死）

献腎（心停止）

生体腎

北海道：最近10年の腎移植症例数の推移

北海道の2020年は腎移植件数は97例（前年比7減）生体腎94例（前年比4例減）献腎3例（4例減）

（99）例



北海道：腎移植施設数の推移

腎移植施設数は変わらず
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北海道：各施設別症例数（生体腎）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

北海道大
学病院

13 12 14 16 12 10 18 20 30 28

札幌医科
大学病院

0 1 0 0 0 2 0 5 8 10

旭川医科
大学病院

0 0 0 0 0 0 0 0 2 10

市立札幌
病院

34 34 39 36 35 37 44 39 38 38

市立釧路
総合病院

2 2 4 3 0 3 5 4 8 3

札幌北楡
病院

9 11 14 20 11 8 15 12 12 5

市立旭川
病院

7 3 4 2 3 2 3 5 0 0

砂川市立
病院

3 2 1 0 0 2 0 0 0 0



北海道：各施設別症例数（献腎）
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

北海道大
学病院

3 2 3 3 5 1 1 0 4 （3）

札幌医科
大学病院

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

旭川医科
大学病院

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市立札幌
病院

4 3 4 2 7 3 2 0 4 2

市立釧路
総合病院

0 0 1 0 1 0 1 0 0 0

札幌北楡
病院

0 0 0 1 1 2 1 0 0 0

市立旭川
病院

2 1 0 0 1 1 0 0 0 0

砂川市立
病院

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0



全国：症例数の推移
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全国の2020年は腎移植件数は1,710例（前年比347減）生体腎1,827例（前年比258例減）献腎141例（89例減）



全国：腎移植施設数の推移
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北海道：レシピエント平均年齢の推移

生
体
腎

献
腎

47.4 47.9 48.4 50.0 48.0 46.0
52.0

48.5
52.1

49.0

0

10

20

30

40

50

60

70

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

50.6

39.8

51.0
44.7

54.7 56.1

46.5
50.8

43.6

0

10

20

30

40

50

60

70

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020



全国：レシピエント平均年齢の推移
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北海道：ドナー平均年齢の推移
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全国：ドナー平均年齢の推移
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北海道：ドナーとレシピエントの関係（生体腎）

2020年配偶者間生体提供：北海道：43.6％、全国：49,3%
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全国：ドナーとレシピエントの関係（生体腎）
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2020年配偶者間生体提供：北海道：43.6％、全国：49,3%



北海道：ABO血液型適合度の推移（生体腎）

ABO不適合間提供 北海道：39,9%    全国：33.6%
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全国：ABO血液型適合度の推移（生体腎）

ABO不適合間提供 北海道：39,9%    全国：33.6%
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北海道：レシピエント原疾患（生体腎）

原疾患：慢性腎炎43.6% 糖尿病性腎症17.0% 高血圧10.6% 遺伝性疾患8.5%  など

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2011201220132014201520162017201820192020

不明

その他

腎・尿路疾患

高血圧

遺伝性疾患・先天性代謝異常

血管性・血管炎腎症

糖尿病性腎症

全身性疾患

間質性腎炎

糸球体腎炎



北海道：透析療法の有無と種類（生体腎）

先行的腎移植(PEKT)      北海道：34,0% 全国：35.0%
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全国：透析療法と種類（生体腎）

先行的腎移植(PEKT)      北海道：34,0% 全国：35.0%
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北海道：導入時免疫抑制剤（生体腎）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

(n=68) (n=65) (n=76) (n=77) (n=61) (n=64) (n=85) (n=85) (n=98) (n=94)

ステロイド 68 64 76 68 60 58 78 79 95 91

シクロスポリ
ン 8 3 5 11 4 1 0 0 2 1

タクロリムス 59 62 71 65 57 61 85 85 96 92

MMF 67 65 76 76 61 62 85 85 98 93

アザチオプリ
ン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シムレクト 67 63 75 73 61 60 84 80 91 93

リツキサン 25 21 19 28 23 25 32 24 35 25

エベロリムス - 14 40 49 41 43 58 50 54 42

通常の初期導入免疫抑制剤は、ステロイド＋TAC or CYA+MMF+CD25抗体



北海道：年代別生存率（全体）

症例数 1年 5年 10年

1983～2000年 353 0.957 0.925 0.859

2001～2009年 505 0.982 0.962 0.922

2010～2019年 708 0.997 0.982 0.923

最近10年間の10年患者生存率：全体 92.3%    生体：94.5%    献腎：84.7%

log-rank
test
p=0.0003



北海道：年代別生存率（生体腎）

最近10年間の10年患者生存率：全体 92.3%    生体：94.5%    献腎：84.7%

log-rank
test
p=0.0403

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

305 0.977 0.950 0.892

2001～2009
年

433 0.984 0.970 0.933

2010～2019
年

639 0.997 0.980 0.945



北海道：年代別生存率（献腎）

最近10年間の10年患者生存率：全体 92.3%    生体：94.5%    献腎：84.7%

log-rank
test
p=0.001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

48 0.830 0.761 0.646

2001～2009
年

72 0.972 0.917 0.858

2010～2019
年

69 1.000 1.000 0.847



北海道：移植時期別 死因

1983～2000年 2001～2009年 2010～2019年 合計

悪性新生物 17 15 5 37

脳血管障害 21 4 2 27

感染症 13 6 2 21

心疾患 10 7 2 19

消化器疾患 4 5 2 11

呼吸器疾患 5 2 2 9

血液・造血器疾患 3 1 0 4

その他の循環器疾患 2 1 2 5

自殺 3 0 0 3

事故 1 1 0 2

腎・泌尿器疾患 0 1 0 1

その他 6 10 1 17

不明・未入力 22 5 1 28

腎移植患者の死亡原因は、最近は悪性新生物が最も多く、脳血管障害・感染症・心疾患・消化器疾患・呼吸器疾患等



北海道：年代別生着率（全体）

最近10年間の移植腎10年生着率： 全体86.7% 生体89.7% 献腎73.7%

log-rank
test
p<0.0001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000年 239 0.908 0.803 0.674

2001～2009年 474 0.977 0.947 0.874

2010～2019年 623 0.992 0.955 0.867



北海道：年代別生着率（生体腎）

最近10年間の移植腎10年生着率： 全体86.7% 生体89.7% 献腎73.7%

log-rank
test
P=0.0003

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

207 0.947 0.841 0.715

2001～2009
年

407 0.978 0.958 0.886

2010～2019
年

560 0.993 0.958 0.897



北海道：年代別生着率（献腎）

最近10年間の移植腎10年生着率： 全体86.7% 生体89.7% 献腎73.7%

log-rank
test
p<0.0001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

32 0.656 0.563 0.406

2001～2009
年

67 0.970 0.881 0.804

2010～2019
年

63 0.984 0.927 0.737



北海道：移植時期別 廃絶理由
1983～2000年 2001～2009年 2010～2019年 合計

慢性拒絶反応 150 37 11 198

急性拒絶反応 16 4 4 24

原疾患の再発によるもの 9 5 2 16

患者自身による免疫抑制
剤の中止

3 3 0 6

拒絶反応に感染症，多臓
器不全などが合併

3 1 0 4

医学的理由による免疫抑
制剤の中止

2 1 0 3

Primary Nonfunction 2 0 0 2

技術的問題 0 2 0 2

薬剤性腎障害 1 1 0 2

その他（死亡を含む） 20 35 8 63

不明・未入力 57 41 24 122

最近10年間の移植腎機能廃絶理由：慢性拒絶反応が最も多い



全国: 年代別生存率（生体腎）

北海道 全体：92.3%    生体：94.5%    献腎：84.7%

log-rank
test
p<0.0001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

7,538 0.971 0.936 0.889

2001～2009
年

7,004 0.983 0.960 0.920

2010～2019
年

11,129 0.992 0.967 0.910



全国: 年代別生存率（献腎）

北海道 全体：92.3%    生体：94.5%    献腎：84.7%

log-rank
test
p<0.0001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

2,829 0.926 0.860 0.790

2001～2009
年

1,345 0.960 0.893 0.812

2010～2019
年

1,378 0.978 0.928 0.825



全国: 年代別生着率（生体腎）

北海道 最近10年間の移植腎10年生着率： 全体86.7% 生体89.7% 献腎73.7%

log-rank
test
p<0.0001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

5,621 0.930 0.820 0.693

2001～2009
年

6,375 0.975 0.933 0.840

2010～2019
年

9,268 0.985 0.928 0.804



全国: 年代別生着率（献腎）

log-rank
test
p<0.0001

症例数 1年 5年 10年

1983～2000
年

2,301 0.817 0.650 0.522

2001～2009
年

1,199 0.927 0.834 0.703

2010～2019
年

1,152 0.958 0.874 0.726

北海道 最近10年間の移植腎10年生着率： 全体86.7% 生体89.7% 献腎73.7%



北海道：配偶者間別生存率（2001年～生体腎）

log-rank
test
P=0.0001

症例数 1年 5年 10年

配偶者間 456 0.991 0.961 0.885

それ以外 616 0.992 0.986 0.965



北海道：配偶者間別生着率（2001年～生体腎）

log-rank
test
p=0.007

症例数 1年 5年 10年

配偶者間 450 0.984 0.942 0.846

それ以外 587 0.990 0.973 0.906



北海道：ABO適合度別生存率（2001年～生体腎）

log-rank
test
p=0.687

症例数 1年 5年 10年

ABO不適合 281 0.989 0.968 0.934

それ以外 791 0.992 0.979 0.940



北海道：ABO適合度別生着率（2001年～生体腎）

平野先生コメント欄（ここをクリック）

log-rank
test
p=0.726

症例数 1年 5年 10年

ABO不適合 272 0.985 0.953 0.876

それ以外 765 0.988 0.963 0.887



北海道：先行的腎移植別生存率（2001年～生体腎）

log-rank
test
p=0.017

症例数 1年 5年 10年

先行的腎移植 318 0.997 0.988 0.967

それ以外 754 0.989 0.972 0.929



北海道：先行的腎移植別生着率（2001年～生体腎）

log-rank
test
p=0.004

症例数 1年 5年 10年

先行的腎移植 312 0.997 0.983 0.939

それ以外 725 0.983 0.952 0.867



全国：10年間の
献腎移植症例数の推移

2020年全国前年比

総数：141例（前年比89例減）

脳死下：124例（52例減）

心停止下： 17例（37例減） 126 116 
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北海道：10年間の
献腎移植症例数の推移
（膵腎同時移植を含む）

2020年北海道前年比

総数：5例（前年比3例減）
脳死下：4例（4例減）

心停止下：1例（1例増）

北海道の献腎移植総数は、2019
年と比較して2020年は4例減

献腎（心停止）は、2016年より
0件で推移していたが、2020年は
1例増
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献腎移植希望
登録者数の推移

2020年希望登録者数

全国：13,163人

（前年より658人増）

北海道：568人

（前年より23人増）
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献腎移植希望者数、
移植症例数などの
全国推移累計

希望者数

死体移植済
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死亡
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希望者数
13,163件
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まとめⅠ

◆北海道における腎移植の現況について報告した

◆2020年は、生体腎移植94例・献腎移植3例・膵腎同時移植2例であった

◆生体腎移植では、配偶者間（43.6%)・ABO不適合間（39.9%)・先行的腎移
植(PEKT)（34.0%)が実施されており、原疾患では糖尿病性腎症はレシピエ
ントの17.0%であった。

◆導入免疫抑制剤は、MMF・タクロリムス(シクロスポリン）・シムレクト・
(ステロイド）がほぼ全症例に、エベロリムスが44.3％に投与されている

◆腎移植患者生存率・移植腎生着率は向上してきており、生体・献腎全体で、
5年生存率96.2%・10年92.3％で、死因は悪性新生物・脳血管障害・感染症
などで、全体の移植腎5年生着率は95.5%、10年86.7%であり、移植腎機能廃
絶原因は慢性拒絶反応が多数で、その他急性拒絶反応・原疾患再発などで
あった



まとめⅡ

◆生体の配偶者間の患者生存率・移植腎生着率がやや低下しているが、ドナー
レシピエントの年齢、レシピエント原疾患などが影響していると考えられた

◆ABO不適合間生体腎移植・先行的腎移植も良好な成績である

◆献腎移植は北海道では2020年は3例(膵腎同時移植2例）ので、全国的にも減少したが、心
停止後提供が減少傾向である

◆献腎移植待機期間が延長し、患者年齢の増加・透析期間・待機期間長期化は変わっていな
い

◆献腎移植希望登録患者数は、北海道約568名、全国13,163名である

◆ほぼ2年にわたるコロナウイルスパンディミックのため、死後臓器提供提供数が減少して
おり、特に心停止下提供が著名である

◆今後、腎臓移植が末期腎不全の根本的治療法として更に増加するため、献腎移植数の大幅
な増加を期待したい


